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発災２日までに保健所で実施した業務
（保健所長から示された内容）
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災害急性期の保健所業務
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DPAT Disaster Psychiatric Assistance Team

JDA-DAT The Japan Dietetic Association-Disaster Assistance Team
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31 2019 3 1 ( )
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41.2%

5MB 73.6%
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災害時健康危機管理支援チーム（DHEAT）
養成研修（基礎編）ファシリテーター研修会プログラム
平成30年5月19日（土）11：40～12：00

ファシリテーターの役割と求められるスキル

国立保健医療科学院 健康危機管理研究部 金谷泰宏

会議をリードし、先導する人

会議の目的を明確にし、
参加者の意見を引き出し、結論に導く

１ 客観的な立場を貫く

２ 参加者が主役、決して場を仕切らない

３ 参加者の状態を把握する

４ 場の状況を見て、介入を行う

STEP１

会議の場
を作る STEP２

意見を
引き出す STEP３

意見を
整理する STEP４

結論に
導く

STEP１

会議の場
を作る

アイスブレイクの活用

STEP ２

意見を
引き出す

ブレインストーミングの活用
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STEP ３

意見を
整理する

ファシリテーション・グラフィックの活用

STEP ４

結論に
導く

KPT法の活用 Keep（継続すべき事）

Problem（問題点）

Try（次に行うこと）

何がよかったか

何が悪かったか 次にどう活かすか

DHEAT研修全体の振り返りの際に活用

付箋紙に記載

付箋紙に記載

付箋紙に記載

災害時における保健所での危機管理組織を構築してみるという課題

STEP1
受講生にどのように ①導入、②初歩的な説明をしますか？

見た感じ、担当したグループは、このような組織の必要性を
あまり実感していないという雰囲気を醸し出している。

下記を参考に保健所における危機管理組織を構築してみる

STEP1:対応の考え方
導入：
災害時に保健所と関係機関が円滑に動けるように体制
を組み替えるものです。

初歩的な説明：
これは、いわば地域災害医療対策会議について、どう
いう構造が動きやすいかを考えるものです。米国で提
案された考え方なので、わが国に必ずしも馴染まない
ところがありますが、使えるところをうまく活用して
独自の組織を作ってみてください。

受講生に対して、なるべく平易な内容で、すでに合意
を得られた制度を引いて理解を促すこと。その上で、
不満を持っている場合は、意見をよく聞くこと。

災害時における保健所での危機管理組織を構築してみるという課題

STEP2、3
Aのグループ、Bのグループにどのように対応しますか？

A B

Aについては、財務・総務部を置かない理由を確認する。

Bについては、組織構造について、官房と現課の区別が
理解できているか、
手を止めさせた上で、誤解がないか検証を行う。

注意すべきことは、ファシリテーターの原則を踏まえ、
受講生の考えは尊重し、決して否定する、けなすことは
ないよう務める。
一方で、誤解があった場合は、作業を止めた上で軌道修
正を行う。

STEP２・３:対応の考え方
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573-0027 2-2-2 
TEL 072-845-3151 
FAX  072-845-0685 




